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次
の
ペ
ー
ジ

主
な
可
決
議
案
と
質
疑

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）は
、全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
へ
の
対
応
、

保
育
料
を
軽
減
し
子
育
て
世
代
の

支
援
な
ど
に
６
億
３
３
８
２
万
３

千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の

　

審
議
し
た
議
案
は
◆
花
巻
市

市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
◆
花
巻
市
成
年
後
見
制

度
利
用
促
進
会
議
条
例
◆
花
巻

市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
◆
財
産
の
取
得
３

議
案（
高
規
格
救
急
自
動
車
、凍

結
防
止
剤
散
布
車
、除
雪
ド
ー

ザ
）◆
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）◆
令
和
４
年

度
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）と
、最
終
日
に
追
加
提

案
さ
れ
た
◆
市
有
財
産
の
処
分

◆
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）で
す
。

　

財
産
の
処
分
は
、花
巻
市
公
設

地
方
卸
売
市
場
の
北
側
に
隣
接

す
る
市
有
地
約
１
万
平
方
メ
ー

ト
ル
。処
分
価
格
は
１
億
７
０
０

万
円
で
、誘
致
企
業
の
ク
リ
ー
ン

テ
ク
ノ
株
式
会
社
へ
売
却
す
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）は
、２
億
５
７
８
２
万

２
千
円
を
追
加
。こ
れ
に
よ
り
令

和
４
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
５
１
１
億
６

４
２
２
万
６
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
４
年
第
２
回
花
巻
市
議
会
定
例
会
は
６
月
10
日
開
会
、
23
日
ま
で
14

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
６
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
３

日
間
、
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
市
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
16
日
は
議
案

を
審
議
。
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
な
ど
提
案
さ
れ
た
８

議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、
報
告
５
件
を
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日

の
６
月
23
日
、
市
の
財
産
処
分
に
係
る
議
案
お
よ
び
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
が
追
加
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
文
教
福
祉

常
任
委
員
会
で
審
査
し
た
請
願
を
賛
成
多
数
で
採
択
。
意
見
書
案
１
件
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

総
額
を
５
０
９
億
６
４
０
万
４

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、成
年
後
見
制
度
の
利
用

促
進
を
図
る
花
巻
市
成
年
後
見

制
度
利
用
促
進
会
議
条
例
や
、高

規
格
救
急
自
動
車
取
得
議
案
な

ど
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

３
歳
児
未
満
の
保
育
料
を
軽
減

３
歳
児
未
満
の
保
育
料
を
軽
減

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）を
可
決

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）を
可
決

令和４年度一般会計補正予算（第４号） 可 決可 決
要旨 ･･･��補正予算額は 6億 3,382万 3千円。歳出の内訳は、新型コロナウイルス感染症対策及び原油価格・物

価高騰対策への対応に 3億 8,524万 7千円、保育料の軽減等に係る保育委託事業に 979万 5千円、緊
急風しん抗体検査及び風しん第５期予防接種の延長並びに子宮頸がん予防接種など感染症予防対策
事業に 1億 2,959万 8千円、宮野目振興センターの改修に係る振興センター等整備事業に 1,402万 4
千円、新規就農者支援に係る担い手育成支援事業に 1,563万円など。歳入歳出予算の総額を 509億
640万 4千円とする。

【子育て支援】
○質問･･･�子どものための教育・保育給付費979万5千円について、負担軽減率を40％ぐらいまで引き上げるとのこと

だが、40％に満足せずもっと軽減を拡大してはどうか。補正予算額は半年分であり、１年分であれば2,000
万円となるが考えを伺う。

　答弁･･･�軽減が40％ということで、他市の事例も議員説明会で示したが、県内各市と同規模での軽減として取り組ん
でいる。財政面も考慮している中、市では保育料に限らず医療費の関係など他の子育て支援も行っている。

【畜産業の支援】
○質問･･･�特に畜産農家の支援が必要だと思うが、今回の補正予算には見当たらない。市は支援しないのか伺う。
　答弁･･･�配合飼料や輸入牧草の高騰と、交付金が減らされた国内産牧草などのバランスを取りながら、どのような支

援が必要か検討している。

【地域づくり交付金】
○質問･･･�地域づくり交付金760万円が計上されているが、令和3年度の返納額はいくらか。コロナ禍等で事業を実施

できないため返納された額はいくらになるか伺う。
　答弁･･･�令和3年度の返納額は1,200万円であり13団体からである。このうち生涯学習事業や在京人会への派遣事業

などはコロナ禍が原因で中止し、この分の返納額は約430万円ほどである。今回補正した760万円は、コロナ
禍以外の理由で実施できなかった事業を今年度改めて実施するため申請があったものである。

【花巻市交流会館】
○質問･･･�花巻市交流会館を約1,200万円かけて改修とある。観光施設であればまなび学園との違いを出すなど、観光

戦略を立てていくべきと思うが考えを伺う。
　答弁･･･�花巻ＢＢ（べつばら）フェアや空の日のイベントなどを実施している。観光にこだわらずいろいろなものに

使っていければいいのではないか。また、観光として何に使えるか、今後も考えていきたい。

質　疑

子育て世代の負担軽減を図る３歳児未満保育料を軽減（写真：花巻市立宮野目保育園）

議案審議
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次
の
ペ
ー
ジ

議
案
審
議
ほ
か

可 決可 決
要旨 ･･･��成年後見制度の利用の促進に関する法律の規定に基づき、合議制の機関である花巻市成年後見制度利用

促進会議を設置しようとするもの。

質　疑

○質問･･･�成年後見制度の利用促進に関する調査および審議を通し、議決をもって進めるとしているが、どのような内容
が議決の対象となるのか伺う。

　答弁･･･�具体的な内容については検討段階である。今回、条例の名称を審議会ではなく促進会議としたことには、幅広
い意見をいただきながら進めるということで、議決事項については今後のこととなる。

可 決可 決花巻市介護保険条例の一部を改正する条例

要旨 ･･･�新型コロナウイルス感染症の影響により、一定程度収入が減少した被保険者の納期限が到来する令和 4
年度分の介護保険料の減免の申請期限を、令和 5年 3月 31日までとするもの。

質　疑

○質問･･･減免申請の実績を伺う。
　答弁･･･�令和2年度は29人で171万3,500円、令和3年度は1人で4万8,300円である。

○質問･･･�国で定めている申請対象は、前年度に対して10分の3の減収が基準となっているが、自治体の裁量で緩和する
ことはできないか伺う。

　答弁･･･�市独自で緩和することができるか、改めて確認する。

質　疑

【住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業】
○質問･･･�給付金の対象として、令和4年1月以降に家計が急変した世帯が追加されているが、家計急変の判断と内容に

ついて伺う。
　答弁･･･�対象世帯からの申請に基づき、1カ月の収入状況を年で換算し、その金額が非課税の収入であれば給付の対

象となる。失業や自営業で事業の継続が困難になった場合などが想定される。

○質問･･･�申請に対する所得の減少を証明する書類にはどのようなものが必要になるか。また、1年のうちの1カ月だ
け所得が減少した場合であっても、給付の対象となるのか伺う。

　答弁･･･�売上等を示す資料などを添付していただくことになる。国の示す基準によると1カ月の所得減少であっても
給付の対象となる。

議案審議

花巻市成年後見制度利用促進会議条例

花巻市国民保護計画の変更の報告について 報 告報 告
要旨 ･･･�国民の保護に関する基本方針および岩手県国民保護計画の変更に伴い、花巻市国民保護計画を変更した

もの。

○質問･･･�花巻市国民保護計画には、県内を核燃料物資の輸送車両が通行することによる周辺への影響等について記載
されているが、これまでに、輸送車両の通過があったのか実態を伺う。

　答弁･･･�そのような報告等は、今までに受けたことはない。

○質問･･･�国民保護計画があることを市民に周知する必要があると思う。また、計画に消防団の役割も載っているが、講
習会などの開催について伺う。

　答弁･･･�消防団の幹部や自主防災組織の役員の方々の会合での提供、市のホームページや広報はなまきでお知らせを
するなど、必要な範囲内で実行していきたい。

令和４年度一般会計補正予算（第５号） 可 決可 決
要旨 ･･･��補正予算額は 2億 5,782万 2千円。主な歳入は国庫支出金が 1億 1,000万円、財産収入が 1億 700万円。

歳出は、住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業に 1億 1,000万円、中小企業持続支援事業に 2,763
万 2千円、公共交通事業者緊急対策事業に 244万円、観光・物産事業者等緊急対策事業に 360万円、
まちづくり基金積立金に 1億 700万円など。歳入歳出の総額を 511億 6,422万 6千円とするもの。

議案審議

会派名 市民クラブ 明　和　会 花巻クラブ 平和環境
社民クラブ

日本共産党花巻
市議会議員団

会派に所属
しない 審

議
結
果議員名

横
田
　
忍

佐
藤
　
現

伊
藤
盛
幸

高
橋
　
修

瀬
川
義
光

内
舘
　
桂

鎌
田
幸
也

佐
藤
峰
樹

盛
岡
耕
市

藤
原
　
伸

伊
藤
源
康

羽
山
る
み
子

佐
藤
　
明

本
舘
憲
一

近
村
晴
男

照
井
省
三

若
柳
良
明

阿
部
一
男

久
保
田
彰
孝

照
井
明
子

櫻
井
　
肇

菅
原
ゆ
か
り

藤
井
幸
介

大
原
　
健

請　　願 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 採 択

意見書案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 可 決

請　　願　 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元を求めることについて

意見書案 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元を求める意見書

〇は賛成、●は反対。議長は表決に加わりません。

賛否が分かれた議案等の審議結果

質　疑
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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

意
見
書
を
提
出

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

２
分
の
１
復
元
を
求
め
る
意
見
書

議案審議

　

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を
求
め
る
意
見
書
を
可

決
し
、国
の
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

学
校
現
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う
業
務
や
、
貧
困
・
い
じ
め
・
不

登
校
等
の
対
応
な
ど
、
問
題
が
多
様
化
・
細
分
化
し
、
よ
り
細
や
か
な
指
導
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
十
分
な
人
員
は
配
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
豊

か
な
学
び
や
学
校
の
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
教
職
員
の
増
員
や
少
数
職
種
の

配
置
増
な
ど
、
教
職
員
定
数
改
善
が
不
可
欠
で
す
。

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に
つ
い
て
は
、「
三
位
一
体
改
革
」
の
中
で
国
庫
負
担
割
合
が

２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
独
自
財
源
に

よ
り
人
的
措
置
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、
地
方
自
治
体
の
財
政
を
圧
迫
し
て

い
る
こ
と
や
自
治
体
間
の
教
育
格
差
が
生
じ
る
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
す
。
子
供
た
ち
が
全

国
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
憲
法
上
の
要
請
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
子
供
の
豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
の
条
件
整
備
は
不
可
欠
で
す
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
２
０
２
３
年
度
政
府
予
算
編
成
に
お
い
て
下
記
事
項
が
実
現
さ
れ

る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

１ 　

計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

２ 　

 

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

 一般質問一般質問

令和４年第２回花巻市議会定例会　一般質問一覧（登壇順）

伊藤　盛幸　議員
（市民クラブ）

　①次期総合計画について　
　②新花巻図書館の整備について　
　③ＪＲ花巻駅東西自由通路（駅橋上化）について

盛岡　耕市　議員
（明　和　会）

　①市民の家について

羽山　るみ子　議員
（花巻クラブ）

　①道路損傷対策について　
　②米の消費拡大について
　③テレビ難視聴の解消について

阿部　一男　議員
（平和環境社民クラブ）

　①新花巻図書館について　
　②ＪＲ花巻駅東西自由通路（駅橋上化）について　
　③旧新興製作所跡地について

本舘　憲一　議員
（花巻クラブ）

　①旧新興製作所跡地について

照井　明子　議員
（日本共産党花巻市議会議員団）

　①学校給食支援について
　②社会教育及び新花巻図書館について
　③新型コロナワクチン接種の副反応について

櫻井　肇　議員
（日本共産党花巻市議会議員団）

　①非核平和都市宣言について　
　②こども発達相談センターについて
　③子供の貧困対策について

菅原　ゆかり　議員
（会派に所属しない）

　①障害者手帳について
　②性の多様性を理解促進する取組について

藤井　幸介　議員
（会派に所属しない）

　①原油価格及び物価高騰に対する支援について

　

　６月定例会では、 ９人の議員が登壇し、 下記

の内容について一般質問を行いました。

　

第
98
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い

て
、
議
員
と
し
て
の
長
年
の
功
労
に
対
し
、
４
氏
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
阿
部
一
男
議
員
は
在
職
40
年
以
上
、

櫻
井
肇
議
員
は
在
職
25
年
以
上
、
藤
原
晶
幸
議
長
お

よ
び
若
柳
良
明
議
員
は
在
職
15
年
以
上
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
写
真
右
か
ら
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
柳
良
明　

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
一
男　

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
井　

肇　

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
晶
幸　

議
長

全
国
市
議
会
議
長
会

自
治
功
労
者
表
彰
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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁

Ｑ
櫻
井
　
肇
　
議
員

Ａ
市
長
　

非核平和都市宣言のまち花巻市

Ａ
市
長
　

　
当
市
は
平
成
18
年
３
月
定

例
会
に
お
い
て
、
非
核
３
原

則
を
順
守
す
る
こ
と
、
ま
た
、

全
て
の
核
兵
器
の
廃
絶
と
軍

縮
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
強

く
願
っ
て
い
る
こ
と
を
宣
言

し
た
。
核
共
有
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
内
容
は
現
時
点
で

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仮

に
こ
れ
が
非
核
３
原
則
に
抵

触
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
本

市
の
宣
言
の
上
か
ら
は
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
。

　

非
核
平
和
都
市
を
宣
言
し

て
い
る
花
巻
市
の
市
長
と
し

て
、
政
権
与
党
や
一
部
野
党

か
ら
の
核
共
有
論
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

Ｑ
櫻
井
　
肇
　
議
員

非
核
平
和
都
市
宣
言

　

署
名
、
批
准
参
加
国
が
86

カ
国
に
達
し
た
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
参
加
を
国
に
促
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
所

見
を
伺
う
。

　
当
市
は
、
平
成
23
年
２
月
、

平
和
首
長
会
議
に
加
盟
し
て

い
る
。
平
和
首
長
会
議
は
、
核

保
有
国
お
よ
び
そ
の
同
盟
国

の
加
盟
都
市
に
よ
る
自
国
政

府
の
早
期
締
結
を
求
め
る
要

請
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
を

求
め
る
活
動
は
、
平
和
首
長

景観上の問題が指摘されている

旧新興製作所跡地

Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
東
西
自

由
通
路
（
駅
橋
上
化
）

Ｑ
阿
部
一
男
　
議
員

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
半
橋
上

化
、
西
口
ト
イ
レ
設
置
、
広
場

整
備
な
ど
を
含
め
た
追
加
調

査
を
委
託
し
て
お
り
、
６
月

末
が
調
査
期
限
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ
市
長
　

　
調
査
で
は
、
駅
施
設
の
見

直
し
に
伴
う
構
造
物
の
形
状

や
面
積
等
の
精
査
を
行
い
、

電
気
設
備
等
の
支
障
物
に
伴

う
概
算
整
備
費
用
や
、
橋
上

駅
の
概
略
設
計
お
よ
び
整
備

費
の
積
算
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
現
在
の
駅
舎
を
残
し

つ
つ
自
由
通
路
を
整
備
す
る

場
合
の
整
備
費
用
等
に
つ
い

て
も
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
調
査
を

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

Ｑ
本
舘
憲
一
　
議
員

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
の
撤

去
を
行
政
代
執
行
す
る
よ

う
、
県
に
対
し
粘
り
強
く
要

請
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
状
況
を
伺

う
。

　
最
重
要
課
題
と
し
て
、
県

南
広
域
振
興
局
か
ら
知
事
に

直
接
要
望
を
お
伝
え
す
る
よ

う
お
願
い
し
た
。
メ
ノ
ア
ー

ス
株
式
会
社
の
破
産
手
続
き

開
始
を
受
け
、
廃
棄
物
性
を

否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

県
は
、
破
産
管
財
人
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
、
今
後
の
対

応
を
検
討
し
て
い
く
と
の
意

向
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。 Ａ

市
長

Ｑ
本
舘
憲
一
　
議
員

　

市
は
、
旧
新
興
製
作
所
跡

地
の
上
部
平
坦
地
を
取
得
し

よ
う
と
し
た
経
緯
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
跡
地
を
取
得
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
跡
地
を
取
得
し
て
利
用
す

る
費
用
は
、
13
億
３
千
万
円

ほ
ど
必
要
と
試
算
し
て
い

る
。
取
得
は
難
し
い
が
、
歴
史

的
に
由
緒
が
あ
り
、
史
跡
保

存
の
観
点
か
ら
、
負
担
費
用

が
大
幅
に
縮
減
で
き
る
場
合

は
、
検
討
す
る
余
地
が
な
い

と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。

こ
の
費
用
の
調
査
と
負
担
に

つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
管

財
人
、
債
権
者
、
県
と
協
議
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

Ａ
市
長
　

花巻市石鳥谷学校給食センター

　　　昭和 48年開館　現在の花巻図書館

旧
新
興
製
作
所
跡
地

新
花
巻
図
書
館

　
令
和
４
年
４
月
28
日
開
催

の
第
８
回
検
討
会
議
で
建
設

場
所
の
協
議
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
総
合
花
巻
病
院
跡
地
と

花
巻
駅
前
、
双
方
に
賛
成
の

意
見
が
あ
る
。
建
物
本
体
に

約
21
億
円
を
見
込
み
、
さ
ら

に
駅
前
の
場
合
は
立
体
駐
車

場
に
約
５
億
円
、
総
合
花
巻

病
院
跡
地
だ
と
人
工
地
盤
部

分
の
埋
め
立
て
に
約
１
億
５

千
万
円
必
要
と
見
込
ん
で
い

る
。 Ａ

市
長

　

建
設
場
所
を
含
め
た
ハ
ー

ド
面
の
整
備
内
容
や
、
投
資

額
の
説
明
が
な
い
。
新
花
巻

図
書
館
整
備
基
本
計
画
試
案

検
討
会
議
の
検
討
状
況
と
併

せ
て
伺
う
。

Ｑ
伊
藤
盛
幸
　
議
員

　

新
花
巻
図
書
館
整
備
基
本

計
画
試
案
検
討
会
議
の
会
議

録
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
総
合
花
巻
病
院
跡
地
は
図

書
館
整
備
に
関
係
な
く
取
得

Ｑ
伊
藤
盛
幸
　
議
員

Ａ
市
長
　

　
第
９
回
検
討
会
議
で
、
委

員
か
ら
説
明
不
足
で
は
な
い

か
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。
総

合
花
巻
病
院
跡
地
は
、
買
う

こ
と
で
同
病
院
と
協
定
を
結

ん
で
い
る
。
土
地
の
価
格
を

協
議
し
た
上
で
購
入
す
る
も

の
で
あ
る
と
説
明
し
、
理
解

を
い
た
だ
い
た
。

す
る
協
定
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
買
収
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
説
明
は
市
民
に
誤

解
を
与
え
な
い
か
伺
う
。

Ｑ
阿
部
一
男
　
議
員

　

新
花
巻
図
書
館
の
建
設
場

所
、
用
地
面
積
お
よ
び
建
設

費
の
見
通
し
を
伺
う
。

Ａ
市
長

　
新
花
巻
図
書
館
整
備
基
本

計
画
試
案
検
討
会
議
に
お
い

て
、
建
設
場
所
は
、
ま
な
び
学

園
周
辺
の
う
ち
総
合
花
巻
病

院
の
跡
地
、
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
周

辺
を
希
望
す
る
意
見
が
あ
っ

た
。
試
案
検
討
会
議
の
意
見

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

表
し
、
市
民
か
ら
意
見
を
い

　

学
校
給
食
に
お
い
て
、
小

麦
粉
の
高
騰
に
よ
る
給
食
費

へ
の
影
響
と
、
米
粉
の
使
用

に
つ
い
て
伺
う
。

Ｑ
羽
山
る
み
子
　
議
員

学
校
給
食

　

学
校
給
食
で
の
県
産
農
林

水
産
物
の
本
市
利
用
状
況
割

合
は
、
66
・
５
％
で
あ
る
。
地

Ｑ
照
井
明
子
　
議
員

Ａ
教
育
長
　

　
食
材
の
値
上
が
り
は
見
ら

れ
る
も
の
の
、
給
食
費
の
値

上
げ
は
行
わ
ず
、
価
格
の
手

頃
な
旬
の
野
菜
を
取
り
入

れ
る
な
ど
、
献
立
を
工
夫
し

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
産

ひ
と
め
ぼ
れ
の
米
粉
を
配
合

し
た
米
粉
パ
ン
や
、
米
粉
を

使
用
し
た
麺
、
デ
ザ
ー
ト
な

ど
も
提
供
し
て
お
り
、
今
後

も
米
粉
の
良
さ
を
生
か
し
て

引
き
続
き
使
用
し
て
い
き
た

い
。

産
地
消
給
食
に
予
算
を
つ

け
、
拡
充
す
る
こ
と
を
伺
う
。

Ａ
教
育
長
　

　
市
の
学
校
給
食
は
、
米
飯

は
花
巻
産
ひ
と
め
ぼ
れ
１

０
０
％
、
パ
ン
は
県
産
小
麦

１
０
０
％
を
使
用
の
ほ
か
、

多
く
の
地
場
産
物
を
活
用
し

て
お
り
、
今
後
も
農
政
担
当

部
署
や
関
係
団
体
と
連
携
し

て
、
引
き
続
き
地
産
地
消
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。
市
の

予
算
で
、
農
家
支
援
を
行
う

こ
と
は
、
現
在
、
教
育
委
員
会

で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

会
議
の
一
員
と
し
て
の
行
動

を
通
し
て
対
応
し
て
お
り
、

核
兵
器
廃
絶
を
強
く
願
う
。

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。
建

設
規
模
は
、
床
面
積
は
人
口

規
模
の
平
均
床
面
積
を
勘
案

し
４
５
０
０
㎡
と
想
定
し
、

建
設
費
は
約
21
億
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

昭和 28年開館　旧花巻図書館
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次
の
ペ
ー
ジ

　

令
和
３
年
12
月
に
行
わ
れ

た
市
民
の
家
施
設
検
討
会
議

の
意
見
交
換
の
と
き
、
出
席

者
か
ら
ど
の
よ
う
な
意
見
が

出
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

Ｑ
盛
岡
耕
市
　
議
員

Ａ
市
長
　

　

昭
和
45
年
に
移
築
さ
れ
た

市
民
の
家
は
、
利
用
目
的
が

博
物
館
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
実
際
に
博
物
館
と
し
て
利

用
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

Ｑ
盛
岡
耕
市
　
議
員

Ａ
市
長

　「
今
の
形
に
近
い
状
態
で

復
元
し
て
ほ
し
い
」
「
歴
史

的
景
観
が
残
る
こ
と
で
、
市

民
が
来
た
い
場
所
に
な
る
」

「
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て

残
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
」

ま
た
、
若
い
世
代
か
ら
も
、

「
今
の
形
を
残
し
て
未
来
の

子
供
た
ち
へ
の
投
資
と
し

て
、
お
金
を
か
け
て
ほ
し
い
」

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

市
民
の
家

舗装剥離の補修作業

　
当
初
の
設
置
目
的
は
、
市

民
の
文
化
教
養
を
高
め
、
福

祉
増
進
を
図
る
こ
と
で
あ

り
、
広
く
市
民
に
開
放
し
多

目
的
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。

博
物
館
と
し
て
で
は
な
く
、

記
念
館
と
し
て
建
築
申
請
を

行
っ
て
い
る
。

施設の在り方が検討されている市民の家

道
路
損
傷
対
策

Ｑ
羽
山
る
み
子
　
議
員

　
シ
ス
テ
ム
導
入
は
、
道
路

損
傷
の
素
早
い
把
握
と
迅
速

な
対
応
が
可
能
に
な
り
、
道

路
利
用
者
の
安
全
安
心
な
通

行
を
確
保
す
る
た
め
の
一
つ

の
手
段
と
し
て
一
定
の
有
効

性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
導
入
に
向
け

た
課
題
や
導
入
後
の
運
用
方

法
等
に
つ
い
て
、
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ａ
市
長

　

市
道
の
舗
装
剥
離
に
よ
る

物
損
事
故
が
多
発
し
て
い

る
。
市
民
が
簡
単
に
通
報
で

き
る
（
仮
称
）
道
路
損
傷
通
報

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

療育手帳と身体障害者手帳７月初めのガソリン価格

Ｑ
藤
井
幸
介
　
議
員

　

原
油
価
格
や
物
価
高
騰
な

ど
に
よ
る
、
運
輸
交
通
事
業

者
の
燃
料
費
や
製
造
業
者
の

Ａ
市
長
　

　
政
府
は
、
石
油
元
売
会
社

に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
し

た
こ
と
に
よ
り
、
軽
油
、
ガ
ソ

リ
ン
と
も
に
１
リ
ッ
ト
ル
あ

た
り
36
・
７
円
ほ
ど
価
格
が

抑
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
無

利
子
、
無
担
保
融
資
制
度
を

今
年
９
月
ま
で
延
長
す
る
こ

と
や
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
貸
付
の
金
利
を
引
き
下
げ

る
な
ど
支
援
し
て
い
る
。

障
が
い
者
支
援

Ｑ
菅
原
ゆ
か
り
　
議
員

　

公
共
施
設
に
お
け
る
「
ミ

ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
ア
プ
リ
※
」
の

導
入
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

※
障
害
者
手
帳
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
に
登
録
す

る
こ
と
で
、
手
帳
情
報
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
画
面
に
表
示

で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
。

Ａ
市
長
　

　
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
は
、
障
害

者
手
帳
の
確
認
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
提
示
を
行
う
こ
と

で
、
障
が
い
が
あ
る
方
だ
け

で
な
く
、
対
応
す
る
事
業
者

に
と
っ
て
も
確
認
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
、
利
便
性
が
図
ら

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
当
市

で
も
令
和
３
年
度
よ
り
順
次

導
入
し
て
お
り
、
障
害
者
手

帳
を
用
い
て
割
引
制
度
が
適

応
に
な
る
施
設
は
、
ミ
ラ
イ

ロ
Ｉ
Ｄ
の
導
入
を
進
め
て
い

く
。

性
の
多
様
性

Ｑ
菅
原
ゆ
か
り
　
議
員

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
の
導
入
つ
い
て
伺
う
。

　
こ
の
制
度
は
、
性
的
少
数

者
の
カ
ッ
プ
ル
関
係
を
公
的

に
証
明
す
る
も
の
で
あ
り
、

令
和
３
年
12
月
31
日
時
点
で

１
４
７
の
自
治
体
で
導
入
さ

れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は

制
度
導
入
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
性
的
少
数
者
の
方
々

に
対
す
る
理
解
が
進
む
よ

う
、
引
き
続
き
啓
発
に
努
め

る
ほ
か
、
今
後
策
定
す
る
第

３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
に
お
い
て
も
、
性
的
少
数

者
に
対
す
る
理
解
促
進
の
取

り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

Ａ
市
長
　

　
こ
の
制
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
を
含
め
た
予
防

接
種
に
よ
り
、
疾
病
や
障
が

い
ま
た
は
死
亡
し
た
場
合
、

当
該
予
防
接
種
に
よ
る
と
厚

生
労
働
大
臣
が
認
定
し
た
場

合
に
救
済
措
置
さ
れ
る
。
こ

れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
の
申
請
は
２
件
あ

り
、
う
ち
１
件
は
国
に
進
達

さ
れ
て
い
る
。
現
在
認
定
件

数
は
な
い
。

Ａ
市
長
　

　

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済

制
度
は
、
市
の
広
報
は
な
ま

き
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

理
解
す
る
市
民
は
少
な
い
。

申
請
件
数
お
よ
び
認
定
件
数

を
伺
う
。

Ｑ
照
井
明
子
　
議
員

予
防
接
種
健
康

被
害
救
済
制
度

　

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
原
油

価
格
お
よ
び
物
価
高
騰
の
影

響
が
生
活
困
窮
者
に
重
く
の

し
か
か
っ
て
い
る
が
、
市
の

支
援
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｑ
藤
井
幸
介
　
議
員

原
油
価
格
お
よ
び
物
価

高
騰
に
対
す
る
支
援

　
一
世
帯
あ
た
り
10
万
円
の

臨
時
特
別
給
付
金
は
、
対
象

と
な
る
令
和
３
年
度
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
対
し
て
給
付

を
行
い
、
ま
た
、
非
課
税
世
帯

以
外
で
影
響
の
大
き
い
家
計

急
変
世
帯
に
つ
い
て
も
給
付

対
象
と
し
て
給
付
さ
れ
る
。

そ
の
他
、
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
や
は
な
ま

き
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
支

援
金
な
ど
支
援
を
し
て
い

る
。

Ａ
市
長
　

除雪による舗装剥離

仕
入
れ
価
格
の
上
昇
へ
の
支

援
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

ミライロＩＤの導入が進んでいます

臨
時
会
概
要
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次
の
ペ
ー
ジ

常
任
委
員
会
等
の
活
動
・
政
務
活
動
費
執
行
状
況

◇令和４年第２回臨時会（４月28日開会）
審議した議案 内　　　容 審議結果

令和３年度花巻市一般会計
補正予算（第20号）の専決処
分

　地方譲与税、各種交付金等の決定による整理に伴うまちづくり基金の増額
等に係る歳入歳出予算の補正
　補正額７億3,064万２千円増額　　補正後予算額575億3,708万８千円

承　認

花巻市市税条例の一部を改
正する条例の専決処分

　地方税法の一部改正に伴い市民税及び固定資産税について所要の改正 承　認

花巻市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の専
決処分

　地方税法施行令の一部改正に伴い基礎課税額に係る限度額等について所
要の改正 承　認

令和４年度花巻市一般会計
補正予算（第１号）

　新型コロナウイルス感染症対策経費等の追加のほか公共交通確保対策事
業等に係る歳入歳出予算の補正
　補正額６億9,005万円増額　　補正後予算額488億5,471万２千円

可　決

令和４年度花巻市一般会計
補正予算（第２号）

　ふるさと納税制度を活用したウクライナ緊急人道支援の実施に係る歳入
歳出予算の補正
　補正額2,729万９千円増額　　補正後予算額488億8,201万１千円

可　決

◇令和４年第３回臨時会（５月17日開会）
審議した議案 内　　　容 審議結果

花巻市鉛辺地、成島辺地、浮
田辺地、谷内辺地、田瀬辺地
に係る総合整備計画の策定
について

　花巻市鉛辺地、成島辺地、浮田辺地、谷内辺地、田瀬辺地に係る総合整備計
画の策定 可　決

公用車の交通事故に係る損
害賠償の額の決定および和
解について

　花巻市大谷地地内で発生した公用車の事故に係る損害賠償の額の決定お
よび和解
　損害賠償額938,946円

可　決

令和４年度花巻市一般会計
補正予算（第３号）

　今後のまちづくりに向けた新たな重点施策や、政策的な経費の追加によ
る肉付予算の編成に係る歳入歳出予算の補正及び地方債の補正
　補正額13億9,057万円増額　　補正後予算額502億7,258万１千円

可　決

令和４年 第２回
第３回 臨時会

　４月28日と５月17日に第２回、第３回の臨時会が開催されました。第２回、第３回臨時会とも、議案はすべて原案の

とおり可決、承認しました。

第
２
回
臨
時
会

Ｑ　

Ａ　 ◇
令
和
４
年
度
花
巻
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

Ｑ　
　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利

用
し
て
、
自
治
体
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
と
し

て
寄
付
す
る
こ
と
は
妥
当
な

の
か
伺
う
。

　

寄
付
金
制
度
は
認
め
ら
れ

て
い
る
。
寄
付
金
募
集
の
中

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
関
係
の
寄
付

を
望
む
と
い
う
項
目
が
あ

り
、
一
口
２
０
０
０
円
で
お

願
い
し
て
い
る
。

Ｑ　

　

学
校
施
設
を
振
興
セ
ン

タ
ー
と
し
て
使
用
す
る
場

合
、
施
設
面
積
が
大
き
い
こ

と
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
大
き
く
増
え
な
い
か
伺

う
。

Ａ　
　

建
物
は
大
き
い
が
、
使
用

す
る
部
屋
数
は
現
在
の
振
興

セ
ン
タ
ー
の
部
屋
数
と
変
わ

り
な
く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
大
幅
に
増
え
る
こ
と
は

な
い
。

【
公
共
交
通
確
保
対
策
】

　

新
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
の

導
入
と
あ
る
が
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。
利
用
者
の
要
求
か

ら
導
入
す
る
も
の
か
伺
う
。

　

予
約
か
ら
配
車
、
乗
車
地

点
か
ら
目
的
地
ま
で
の
経
路

の
設
定
全
て
を
Ａ
Ｉ
が
学
習

し
な
が
ら
運
行
し
て
い
く
シ

ス
テ
ム
。
運
行
を
委
託
し
て

い
る
タ
ク
シ
ー
協
会
の
意
見

に
基
づ
き
検
討
し
、
導
入
す

る
こ
と
と
し
た
も
の
。

【
産
業
団
地
整
備
事
業
】

Ｑ　

　

産
業
団
地
を
整
備
し
て

も
、
人
手
不
足
の
中
、
労
働
力

を
確
保
で
き
る
の
か
伺
う
。

Ａ　

　

企
業
の
魅
力
を
発
信
し
、

採
用
情
報
を
一
括
し
て
提
供

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
考
え
て
お

り
、
人
材
を
企
業
に
つ
な
げ

る
た
め
の
事
業
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
高
校
生
に
花
巻

の
企
業
の
魅
力
を
伝
え
る
た

め
、
企
業
見
学
会
な
ど
の
開

催
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　Ａ　

Ａ　

【
新
花
巻
図
書
館
】

　

報
酬
と
給
与
の
補
正
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

Ｑ　

　

２
人
の
雇
用
を
考
え
て
お

り
、
報
酬
に
つ
い
て
は
図
書

館
司
書
資
格
を
持
っ
て
い
る

Ｑ　
　

近
年
整
備
さ
れ
た
図
書
館

情
報
等
の
把
握
の
た
め
の
先

進
地
視
察
を
行
っ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
視
察
の
必
要
性
に

つ
い
て
伺
う
。

　

建
設
候
補
地
の
イ
メ
ー
ジ

図
の
作
成
業
務
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ　
　

７
カ
所
の
建
設
候
補
地
に

つ
い
て
建
物
と
駐
車
場
な
ど

も
含
め
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
た
め
、
上
空
か
ら
見

た
イ
メ
ー
ジ
図
の
作
成
を
考

え
て
い
る
。

◇
花
巻
市
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
　

こ
の
条
例
改
正
で
、
Ｄ
Ｖ

被
害
者
等
に
対
す
る
支
援
措

置
を
加
え
る
と
説
明
が
あ
っ

た
。
実
際
に
花
巻
市
で
は
こ

う
し
た
方
々
に
対
し
て
の
支

援
措
置
が
あ
っ
た
の
か
伺

う
。

Ｑ　Ａ　
　

証
明
書
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等

へ
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
住

所
を
隠
す
な
ど
必
要
な
措
置

が
と
ら
れ
て
い
る
。
住
所
を

隠
し
た
証
明
書
に
つ
い
て

も
、
同
じ
金
額
を
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
法

制
執
務
上
の
整
備
を
行
っ
た

も
の
で
、
措
置
に
つ
い
て
は

既
に
完
了
済
み
で
あ
る
。

◇
令
和
４
年
度
花
巻
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

Ｑ　
　

今
回
の
補
正
は
、
４
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
わ
る

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
現
時
点
で
の
対
象
者
の

基
準
を
示
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　
　

国
か
ら
３
月
25
日
に
４
回

目
接
種
の
準
備
を
進
め
て
ほ

し
い
と
通
知
が
あ
り
、
内
容

は
60
歳
以
上
あ
る
い
は
基
礎

疾
患
の
あ
る
方
と
示
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
国
の
分
科
会

等
で
議
論
を
深
め
て
い
く
よ

う
な
内
容
も
示
さ
れ
て
い

る
。

　

交

通

安

全

対

策

費

に

４
１
６
万
７
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
交
付
先

は
ど
こ
か
。
ま
た
、
大
迫
を
経

由
す
る
釜
石
盛
岡
線
が
高
速

バ
ス
化
さ
れ
る
た
め
の
措
置

だ
が
、
途
中
の
バ
ス
停
等
の

設
置
は
計
画
し
て
い
る
か
。

Ａ　
　

交
付
先
は
東
和
町
総
合

サ
ー
ビ
ス
公
社
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
バ
ス
停
に
つ
い

て
は
、
大
迫
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
出
て
岩
手
医
科
大
学
附

属
病
院
を
経
由
し
、
盛
岡
赤

十
字
病
院
、
中
央
通
一
丁
目
、

終
着
が
盛
岡
駅
を
予
定
し
て

い
る
。

◇
令
和
４
年
度
花
巻
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

【
振
興
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
】

→
旧
亀
ケ
森
小
学
校
を
亀
ケ

森
振
興
セ
ン
タ
ー
に
転
用
す

る
た
め
必
要
な
用
途
変
更
に

係
る
改
修
費
を
追
加
す
る
も

の
。

→
次
期
花
巻
公
共
交
通
計
画

策
定
の
た
め
の
負
担
金
や
Ｇ

→
新
花
巻
図
書
館
建
設
候
補

地
の
イ
メ
ー
ジ
図
の
作
成
経

費
や
、蔵
書
構
成
な
ど
の
計

画
を
検
討
す
る
た
め
、現
在

の
花
巻
図
書
館
収
蔵
資
料
の

基
礎
デ
ー
タ
を
整
理
す
る
職

員
お
よ
び
図
書
館
整
理
シ
ス

テ
ム
の
経
費
を
追
加
す
る
も

の
。

→
花
南
産
業
団
地
を
整
備
す

る
た
め
に
必
要
な
実
施
設
計

や
用
地
取
得
、支
障
物
件
の

移
転
な
ど
に
要
す
る
経
費
を

追
加
す
る
も
の
。

　

貸
出
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
新

し
い
機
器
や
発
注
方
法
な

ど
、
今
後
も
視
察
を
通
し
て

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

Ａ　

第
３
回
臨
時
会

Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導

入
経
費
へ
の
補
助
金
な
ど
を

追
加
す
る
も
の
。

専
門
的
な
方
、
給
料
に
つ
い

て
は
一
般
事
務
員
を
採
用
す

る
。
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次
の
ペ
ー
ジ

ち
ょ
っ
と
一
言
。　

編
集
後
記
ほ
か

常任委員会等の活動報告
令和３年度　花巻市議会政務活動費執行状況令和３年度　花巻市議会政務活動費執行状況

　花巻市議会では、「花巻市議会政務活動費の交付に関する条例」に基づき、議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部

を政務活動費として交付しています。

　政務活動費の額は、花巻市議会の場合、議員一人当たり月額２万円で、毎年４月１日に在職する議員に対して、１年度分（24万円）が一括し

て交付されています。

　また、政務活動費の収支報告書の提出にあたっては、議会内の取り決めで、原則領収書をつけて報告することとしており、その内容につい

てはどなたでもご覧いただけます。

　花巻市議会が条例で定めている政務活動費を充てることのできる項目については、下記のとおりです。

　また、花巻市議会では、政務活動費の使途の透明性を確保するために政務活動費の執行状況を市議会だよりおよび市ホームページへ掲載

しています。

　○研究研修費・・・議員が研修会等を開催する（参加する）ために必要な経費【例：講師謝金、会場使用料、旅費等】
　○調査旅費・・・・議員が行う調査研究活動のために必要な経費【例：交通費、宿泊費等】
　○資料作成費・・・議員の活動のために必要な資料の作成に要する経費【例：印刷製本代、事務機器購入・リース代等】
　○資料購入費・・・必要な図書、資料等の購入に要する経費
　○広報費・・・・・議員活動や市の政策についてＰＲする経費【例：議員広報紙、報告書の印刷費等】
　○広聴費・・・・・住民から市への要望や意見を聴取するための会議等にかかる経費【例：会場費、茶菓子代等】
　○人件費・・・・・議員の調査研究活動を補助する職員を雇用する経費
　○事務所費・・・・活動のために必要な事務所の設置・管理に要する経費【例：事務所の賃借料、維持管理費等】
　○その他の経費・・上記以外の経費で議員が行う調査研究活動に必要な経費【例：事務連絡に要する切手代、事務消耗品】

※交付額を超えた執行額は自己負担です。これに満たない分は市に返還しています。

（単位：円）

会派 議員名 交付額 執行額

内　　　　　訳

研　究

研修費

調査

旅費

資　料

作成費

資　料

購入費
広報費 広聴費

その他

の経費

市民

クラブ

横田　　忍 240,000 235,394 85,394 150,000

佐藤　　現 240,000 103,499 31,900 60,098 11,501

伊藤　盛幸 240,000 164,193 8,138 156,055

高橋　　修 240,000 82,538 82,538

瀬川　義光 240,000 140,193 82,538 49,750 7,905

内舘　　桂 240,000 205,484 82,538 119,735 3,211

鎌田　幸也 240,000 92,994 3,620 85,332 4,042

明和会

佐藤　峰樹 240,000 273,002 78,900 194,102

盛岡　耕市 240,000 81,600 81,600

藤原　　伸 240,000 78,000 78,000

伊藤　源康 240,000 81,579 81,579

花巻

クラブ

羽山るみ子 240,000 195,925 86,366 99,000 10,559

佐藤　　明 240,000 65,076 65,076

本舘　憲一 240,000 141,529 81,579 59,950

近村　晴男 240,000 159,150 81,270 77,880

平和環境

社民クラブ

照井　省三 240,000 146,390 46,190 100,200

若柳　良明 240,000 105,475 105,475

阿部　一男 240,000 114,463 109,163 5,300

日本共産党

花巻市議会

議員団

久保田彰孝 240,000 90,976 72,276 18,700

照井　明子 240,000 182,541 97,306 42,060 43,175

櫻井　　肇 240,000 95,902 25,000 10,967 32,560 18,150 9,225

会派を構成

していない

議員

菅原ゆかり 240,000 104,557 74,400 30,157

藤井　幸介 240,000 100,576 84,372 16,204

大原　　健 240,000 197,091 7,800 90,291 99,000

藤原　晶幸 240,000 95,601 95,601

小原　雅道 240,000 37,200 37,200

請
願
審
査

請
願
審
査

　

６
月
定
例
会
で
は
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

が
第
３
号
請
願
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、
第
３
号
請
願
は
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　

審
査
に
お
い
て
委
員
か
ら
は
、「
岩
手
県
を

担
う
子
供
た
ち
に
対
し
て
、
し
っ
か
り
と
し

た
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
に
も
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
並
み
の
少
人
数
学
級
に
す
る
こ
と
が

必
要
」
「
い
じ
め
や
不
登
校
、
複
雑
な
家
庭
環

境
な
ど
、
問
題
が
多
様
化
し
て
い
る
中
で
き

め
細
や
か
な
指
導
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、

教
職
員
の
定
数
改
善
が
必
要
」
「
全
て
の
子

供
へ
の
教
育
の
権
利
の
保
障
、
安
定
的
な
教

職
員
の
確
保
の
た
め
に
も
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と

は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

採
決
し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
採
択
す

べ
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
で
委
員
長
報
告

を
行
い
、採
決
を
行
っ
た
結
果
、賛
成
多
数
で

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
し
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

　　　

花
巻
市
議
会
だ
よ
り
第
70
号
の
12

ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
る
予
算
特
別

委
員
会
「
福
祉
相
談
体
制
充
実
事
業
」

の
答
弁
内
容
の
一
部
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
質
問
】

　

民
生
相
談
の
件
数
が
大
幅
に
増
え

て
お
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
が
対

応
し
て
い
る
と
思
う
が
委
員
定
数
は

確
保
さ
れ
て
い
る
か
。
大
変
な
業
務

だ
が
金
銭
面
で
厚
く
支
援
で
き
な
い

か
。

【
答
弁
】

（
訂
正
前
）

　

委

員

の「

報

酬

」
は

年

額

７
万
９
０
０
０
円
で
県
内
で
は
３
番

目
。
現
在
引
き
上
げ
は
考
え
て
い
な

い
が
、
県
内
の
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

（
訂
正
後
）

　

委
員
の「
活
動
支
援
金
」
は
年
額

７
万
９
０
０
０
円
で
県
内
で
は
３
番

目
。
現
在
引
き
上
げ
は
考
え
て
い
な

い
が
、
県
内
の
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

【総務常任委員会】
	 	◇６月 17日（金 )　
　　＊所管事務調査	「本市の情報通信環境について」

【文教福祉常任委員会】
	 ◇６月 17日（金 )
　　		＊	請願審査「	教職員定数改善と義務教育費国庫

負担制度２分の１復元を求めるこ
とについて」

　	▽審査結果…採択
　　＊意見書発議「	教職員定数改善と義務教育費国

庫負担制度２分の１を求める意
見書」

【議会改革推進委員会】
	 ◇６月 21日（火）
　　＊議会改革検討事項について 花南産業団地整備予定地の現地確認

【産業建設常任委員会】
	 ◇６月 20日（月）
　　＊所管事務調査		「	花南産業団地整備に関する

進捗状況について」

第
３
号
請
願（
採
択
）

　

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
２
分
の
１
復
元
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
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藤
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晶
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編
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広
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広
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特
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花巻市の未来へ

ちょっと一言。

編
集
後
記
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花巻市をさらに賑やかに花巻市をさらに賑やかに
　

私
た
ち
が
住
む
花
巻
市

は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い

魅
力
に
溢
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
私
が
通
う
大
迫

町
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
の
早
池
峰
神
楽
や

県
内
最
古
の
市
日
な
ど
、

多
く
の
魅
力
に
溢
れ
る
町

で
す
。
こ
れ
ら
の
魅
力
を

私
た
ち
高
校
生
が
発
信
す

る
こ
と
で
、
も
っ
と
賑
や

か
な
町
に
な
る
は
ず
で

す
。

　

今
年
度
、
大
迫
高
校
で

は
探
求
活
動
「
大
迫
ア
ク

テ
ィ
ベ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」が
始
動
し
ま
し
た
。
葡

萄
の
販
路
拡
大
や
栽
培
サ

ポ
ー
ト
、
ふ
る
さ
と
納
税

コ
ラ
ボ
企
画
や
神
楽
探

求
、
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
、
地
域
の
協
力

を
頂
き
な
が
ら
探
求
を
深

め
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動

を
通
し
、
大
迫
高
校
が
花

巻
の
未
来
づ
く
り
に
貢
献

で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

地場産業の発展に尽力を地場産業の発展に尽力を
　

北
上
市
や
金
ケ
崎
町
に

は
優
良
な
誘
致
企
業
が
あ

り
ま
す
。
か
つ
て
花
巻
市

で
は
、
誘
致
し
た
企
業
が

20
年
ほ
ど
で
撤
退
し
ま
し

た
。こ
の
よ
う
に
、
採
算
が

合
わ
な
く
な
れ
ば
、
瞬
く

間
に
撤
退
し
ま
す
。

　

花
巻
に
は
国
内
外
に
誇

れ
る
地
場
産
業
が
あ
り
ま

す
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ

る
に
は
、
や
は
り
地
域
で

生
み
育
て
た
地
場
産
業
で

な
け
れ
ば
根
付
き
ま
せ

ん
。
暮
ら
し
に
は
就
労
が

必
要
で
す
。

　

若
者
は
魅
力
あ
る
企
業

を
求
め
、
移
住
も
考
え
る

人
も
い
ま
す
。
花
巻
に
魅

力
的
な
企
業
が
多
く
な
れ

ば
、
若
者
が
集
い
、
街
が
活

気
づ
く
で
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
に
優
良
な
企
業
や
起

業
家
を
育
成
す
る
教
育
機

関
に
投
資
し
た
り
、
産
学

官
の
連
携
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

【６月定例会】
  本会議の傍聴に訪れた方の延べ人数　24人

【９月定例会】
  決定次第、ホームページでお知らせします。

　詳しい日程は、議会事務局までお問い合わせいただ

くか市議会のホームページをご覧ください。

　議会事務局　0198-41-3598（直通）

晴
はれやま

山　颯
ふうま

真さん
（大迫高校３年）

菅
すがわら

原　大
たいせい

成さん
（諏訪町）

【
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
】

　

委 

員 

長　

瀬
川　

義
光

　

副
委
員
長　

藤
井　

幸
介

　

委　
　

員　

久
保
田
彰
孝

　

委　
　

員　

羽
山
る
み
子

　

委　
　

員　

佐
藤　

峰
樹

　

委　
　

員　

佐
藤　
　

現

　

委　
　

員　

伊
藤　

盛
幸

　

委　
　

員　

若
柳　

良
明

　

委　
　

員　

盛
岡　

耕
市

　議会を傍聴に来られない方は、お持ちのス

マートフォン、タブレットやパソコンからリア

ルタイム視聴ができるほか、録画配信もしてい

ます。

　また、えふえむ花巻　　　　　　　　では後

日、録音した一般質問の音声を放送しています。

議会中継をスマホ・ＰＣ議会中継をスマホ・ＰＣ
で視聴できます！で視聴できます！

議会傍聴にぜひお越しを！議会傍聴にぜひお越しを！

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
２
年
以
上
を
経
過
し
、
議
員
任

期
の
半
分
以
上
を
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
▼
ま

た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
事
侵
攻
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
い
の
ち
と

暮
ら
し
を
守
る
臨
時
会
の
開
催
も

令
和
２
年
１
月
か
ら
令
和
４
年
７

月
ま
で
に
18
回
を
数
え
る
に
至
り

ま
し
た
▼
改
選
後
に
は
、
こ
の
議

会
だ
よ
り
を
編
集
す
る
広
報
広
聴

特
別
委
員
会
は
、
広
報
特
別
委
員

会
と
広
聴
特
別
委
員
会
の
２
つ
の

体
制
と
し
、
よ
り
皆
様
の
生
活
に

寄
り
添
う
議
会
と
し
て
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

（
藤
井　

幸
介
）


